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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

冒
頭
、
榛
葉
会
長
か
ら
、
相

次
い
だ
自
然
災
害
に
よ
っ
て
Ｊ

Ｒ
各
路
線
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
９
月
に

実
施
し
た
現
地
視
察
で
目
の
当

た
り
に
し
た
被
災
状
況
を
説
明

し
、
早
期
復
旧
に
む
け
て
Ｊ
Ｒ

関
係
労
働
者
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
と
し
て
、
あ
ら
た

め
て
公
共
交
通
の
重
要
性
と
そ

れ
を
支
え
る
た
め
の
支
援
体
制

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
11
月
29
日
、
２
０
１
９
年
度
税
制
改
正
要
望
に
加
え
て
、
自
然
災
害
に
よ
る

鉄
道
被
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
防
災
・
減
災
へ
の
支
援
等
、
喫
緊
の
課
題
解
決
に
む
け
て
、

大
塚
高
司
国
土
交
通
副
大
臣
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
及
び
Ｊ
Ｒ
各
単
組
代
表
者
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
の
榛
葉
賀
津
也
会
長
、
泉
健
太
副
会
長
、
小
川
淳
也
事
務
局
長
、
長
浜
博
行
幹
事
、大
串
博

志
幹
事
の
５
議
員
が
参
加
し
た
。
西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
に
よ
っ
て
鉄
道
被

災
が
続
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
政
策
要
望
に
加
え
顕
在
化
し
た
新
た
な
課
題
へ

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
税
制
特
例
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
力
強
く
訴
え
た
。

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
松
岡

裕
次
会
長
か
ら
は
、
今
回
の
復

旧
に
際
し
て
、
国
土
交
通
省
が

中
心
と
な
り
道
路
管
理
者
や
河

川
管
理
者
ら
と
の
一
体
的
な
取

り
組
み
を
実
現
し
、
復
旧
時
期

を
前
倒
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。

併
せ
て
、
早
期
復
旧
支
援
や
防

災
減
災
対
策
の
強
化
に
加
え

て
、人
流
に
お
け
る
バ
ス
代
行

輸
送
や
鉄
道
貨
物
の
ト
ラ
ッ
ク
・

船
舶
に
よ
る
代
替
輸
送
、
外
国

人
旅
行
者
を
含
め
、
計
画
運
休

や
自
然
災
害
発
生
時
の
情
報
提

供
等
の
あ
り
方
な
ど
に
お
い

て
、
新
た
に
顕
在
化
し
た
課
題

が
あ
る
と
し
、
課
題
解
決
に
む

け
て
国
土
交
通
省
の
支
援
等
を

強
く
求
め
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
二

島
会
社
の
現
状
に
触
れ
つ
つ
、

述
べ
、
「
環
境
に
や
さ
し
い
旅

客
鉄
道
車
両
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
」
な
ど
、
税

制
特
例
措
置
の
継
続
適
用
等
を

要
望
し
た
。

　

さ
ら
に
、
各
単
組
代
表
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
、
出
席
し

た
各
議
員
か
ら
も
援
護
し
て
い

た
だ
く
発
言
が
あ
り
、
大
規
模

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
と
訴
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
大
塚
副
大
臣

か
ら
は
、
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

の
考
え
が
示
さ
れ
、
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
も
含
め
て
注
力
し
て
い

く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
さ
ら

に
今
年
適
用
期
限
を
迎
え
る
税

制
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
省

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
も
と
、
税
制
改
正
要
望

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

今
国
会
に
お
い
て
は
災
害
復

旧
支
援
へ
の
補
正
予
算
が
成
立

し
、
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て
の

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、

各
方
面
に
対
す
る
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
２
０
１
９
年

度
税
制
改
正
も
最
終
局
面
と
な

る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
自
然

災
害
へ
の
対
応
や
税
制
改
正
要

望
を
は
じ
め
政
策
課
題
の
実
現

に
む
け
、
全
力
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

選挙での必勝をＪＲ連合の政策課題解決につ
なげていく決意を示す

復旧に際して、さらなる国・地方自治体との連携・恊働とと
もに地域における総合的対応の必要性について訴えた

伯備線の被災に触れ鉄道による人流・物流
ネットワークの重要性にも言及

２
０
１
９
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
も
要
望

新
た
に
２
人
が
加
入
し

総
勢
60
人
体
制
に
強
化

今
年
度
適

用
期
限
を

迎
え
る

「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
・
Ｊ

Ｒ
四
国
に

対
す
る
事

業
税
課
税

標
準
の
特

例
措
置
」

を
は
じ
め

会
社
経
営

の
根
幹
を

支
え
る
税

制
支
援
の

必
要
性
を

出
に
つ
い
て
確
認
し
合
う
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組
む

当
面
の
政
策
課
題
の
詳
細
に
つ

い
て
説
明
し
共
有
を
図
っ
た
。

　

冒
頭
、
榛
葉
賀
津
也
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
西
日
本
豪
雨
を

は
じ
め
と
す
る
大
規
模
自
然
災

害
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
各
社
の
被
災
状

況
に
触
れ
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
関
係
労

　

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
11
月
29

日
、
都
内
に
て
、
第
14
回
総
会

を
開
催
し
た
。
衆
参
43
人
の
国

会
議
員
を
は
じ
め
、
秘
書
、
地

方
議
員
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
、

単
組
役
員
ら
総
勢
約
１
０
０
人

が
出
席
し
、
今
年
度
の
活
動
方

針
、
新
規
加
入
議
員
、役
員
選

働
者
の
復
旧
対

応
等
へ
の
尽
力

に
対
し
て
労
を

ね
ぎ
ら
っ
た
。

そ
し
て
、
昨
今

頻
発
す
る
自
然

災
害
は
気
候
変

動
で
今
後
一
層

甚
大
化
、
多
頻

度
化
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か

と
懸
念
を
示
し
、

防
災
・
減
災
対
策
等
に
し
っ
か

り
と
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
総
会
当
日
に
国
土
交
通
省

へ
の
要
請
行
動
を
行
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
・
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に
政
策
課

題
解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決

意
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
来
年

予
定
さ
れ
て
い
る
統
一
地
方
選

挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い

て
は
、
推
薦
候
補
者
全
員
当
選

を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
松
岡
裕
次
会
長
が
挨
拶
し
、

「
日
本
最
大
の
鉄
道
会
社
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
３
万

人
を
優
に
超
え
る
社
員
が
組
合

未
加
入
で
あ
る
状
況
は
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
」
と
し
て
、

民
主
化
闘
争
完
遂
に
む
け
て

「
あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・
労

使
関
係
像
」
を
掲
げ
て
、
内
外

へ
訴
え
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。さ
ら
に
、来
年
は
「
選
挙

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
地
方
議
員
団
連
絡
会
所

属
議
員
の
必
勝
に
取
り
組
み
、各

地
方
に
お
い
て
支
援
体
制
を
築

き
、参
議
院
選
挙
で
の
全
員
当

選
に
む
け
て
全
力
を
尽
く
し
て

い
く
と
決
意
を
示
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
鉄
道
軌

道
整
備
法
改
正
法
案
成
立
や
西

日
本
豪
雨
災
害
に
よ
る
鉄
道
被

災
箇
所
へ
の
現
地
視
察
、
自
然

災
害
に
よ
る
鉄
道
被
災
か
ら
の

復
旧
等
に
む
け
た
政
策
要
望
、

Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
現
状
と
民
主
化

総
決
起
集
会
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
議
案
と
し
て
、
今
年

度
の
活
動
方
針
、
当
面
す
る
Ｊ

Ｒ
連
合
の
政
策
課
題
、
組
織
課

題
へ
の
取
り
組
み
、
第
19
回
統

一
地
方
選
挙
、
第
25
回
参
議
院

議
員
選
挙
へ
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
提
起
し
、
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
連
携
を
強
化
し
要
求
実
現

に
む
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
合
っ
た
。

議
院
議
員
（
高
知
２
区
）
、
同

・
原
口
一
博
衆
議
院
議
員
（
佐

賀
１
区
）、
同
・
大
串
博
志
衆

議
院
議
員
（
佐
賀
２
区
）
を
確

認
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
さ
ら
に
強
力

な
体
制
と
な
っ
た
「
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
所
属
議
員
ら
と
の
連
携

を
強
化
し
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別

と
し
て
の
政
策
課
題
や
組
織
課

題
の
解
決
に
む
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

〈
新
規
加
入
議
員
〉

○
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
推
薦

本
村
賢
太
郎 

﹇
無
所
属
の
会
﹈

（
衆/

神
奈
川
14
区
）

○
Ｊ
Ｒ
西
労
組
推
薦

斉
木
武
志   

﹇
国
民
民
主
党
﹈

（
衆/

福
井
２
区
）

　

今
総
会
に
お
い
て
、
新
た
に

２
人
の
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

加
入
を
承
認
し
、
衆
議
院
41
人
、

参
議
院
19
人
の
60
人
の
体
制
と

な
っ
た
。
ま
た
、
役
員
体
制
と

し
て
は
、
会
長
・
榛
葉
賀
津
也

参
議
院
議
員
（
静
岡
県
）
、
副

会
長
・
泉
健
太
衆
議
院
議
員

（
京
都
３
区
）
、
事
務
局
長
・

小
川
淳
也
衆
議
院
議
員
（
香
川

１
区
）
、幹
事
・
岸
本
修
平
衆

議
院
議
員
（
和
歌
山
１
区
）
、

同
・
長
浜
博
行
参
議
院
議
員

（
千
葉
県
）
、同
・
広
田
一
衆

会
役
員
と
各
議
員
団
会
議
の
代

表
者
ら
８
人
と
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執

行
部
、
Ｊ
Ｒ
連
合
政
治
対
策
委

員
で
も
あ
る
各
単
組
の
委
員
長

ら
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
中
田
利
幸
代
表
幹
事

（
米
子
市
議
会
議
員
）
は
「
来

　
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方

議
員
団
連
絡
会

は
、11
月
29
日
、

都
内
に
て
第
24
回

総
会
を
開
催
し
た
。

Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
地

方
議
員
団
で
構
成

す
る
同
連
絡
会
は
、

現
在
53
人
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
総

会
に
は
、
同
連
絡

年
は
統
一
地
方
選
挙
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
過
去
に
政
権
を

と
っ
た
際
に
は
地
方
選
挙
か
ら

の
勢
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

地
方
か
ら
変
え
て
い
く
決
意
で

臨
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

　

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

組
織
瓦
解
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社

内
の
労
政
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
と
り
わ
け
、
第

27
回
定
期
大
会
後
に
開
催
し
た

「
民
主
化
闘
争
決
起
集
会
」
、10

月
に
開
催
し
た
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の

発
展
に
む
け
民
主
的
な
労
働
組

合
・
労
使
関
係
を
築
く
総
決
起

集
会
」
に
つ
い
て
は
、
民
主
化

闘
争
の
新
た
な
局
面
を
迎
え
た

こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
に
む
け
て
作
成
し

た
器
材
も
紹
介
し
た
。
協
議
事

項
と
し
て
、
今
年
度
の
活
動
方

針
を
示
し
、
地
方
議
員
団
訪
問

活
動
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
支

援
・
協
力
を
お
願
い
し
た
。ま

た
、
各
出
席
者
よ
り
近
況
な
ど

に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
地
方
議
員
団
連

絡
会
と
連
携
を
強
化
し
、
地
域

に
お
け
る
公
共
交
通
の
実
態
把

握
に
一
層
努
め
、
実
効
性
あ
る

政
策
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ＪＲ連合地方議員団連絡会第24回総会

実効性ある政策活動にむけ
連携強化

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
14
回
総
会

政
策
実
現
に
む
け
た
協
力
体
制
を
構
築

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
14
回
総
会

政
策
実
現
に
む
け
た
協
力
体
制
を
構
築

自然災害による鉄道被災における
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近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース
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※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社
管
内

に
お
い
て
、
各
事
務
所
単
位
に

あ
る
「
社
友
会
」
を
ま
と
め
る

組
織
と
し
て
、「
新
潟
社
創
会
」

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
新
潟
支
社
お
よ
び

同
支
社
内
の
主
た
る
現
業
機
関

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」
と
い
う
会
社
情
報
を
掲
示

す
る
目
新
し
い
掲
示
枠
に
「
新

潟
社
創
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
№
１
〜
№

３
」
が
貼
り
だ
さ
れ
、
結
成
の

目
的
な
ど
が
記
さ
れ
た
。

　

「
現
在
、
職
場
に
お
い
て
は

社
友
会
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を『
新

潟
社
創
会
』
と
し
て
い
ま
す
。

『
新
潟
社
創
会
』
は
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
会
社

を
創
る
こ
と
を
目
指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
社
員
、
家
族
に
幸

福
と
会
社
の
発
展
を
目
的
と
し

て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
勉

強
会
等
を
通
じ
社
員
相
互
間
の

繋
が
り
、ま
た
支
社
幹
部
と
社

員
間
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
一
体
感
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。」（
「
新
潟
社

創
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
№
１
」
よ
り
）

　

一
方
、
既
報
の
と
お
り
、
Ｊ

Ｒ
東
労
組
や
新
労
組
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
思
惑
が
見
え
隠
れ
し
な

が
ら
蠢
い
て
い
る
。「
社
創
会
」

は
こ
の
よ
う
な
動
き
を
牽
制
す

る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
は
、
３
６

協
定
の
期
限
切
れ
と
な
る
今
年

４
月
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
事

業
所
単
位
に
組
織
さ
れ
た
「
社

員
会
（
社
友
会
）
」
が
全
社
的

な
広
が
り
を
見
せ
た
。
新
潟
支

社
管
内
で
も
同
様
に
「
３
６
の

会
」
と
い
う
名
称
で
結
成
さ
れ

た
。
「
社
友
会
」
へ
の
加
入
者

数
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
10
月
上

旬
現
在
で
約
３
万
４
０
０
０
人

が
脱
退
す
る
状
況
に
お
い
て
、

そ
の
存
在
感
は
大
き
く
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
夏
季

手
当
、
年
末
手
当
な
ど
が
決
定

迎
え
た
。
大
量
脱
退
以
降
に
加

入
し
た
仲
間
た
ち
は
、
異
口
同

音
に
民
主
的
な
労
働
組
合
・
労

使
関
係
の
必
要
性
を
口
に
し
て

お
り
、
社
業
の
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
に
は
、
自
由
で
民
主
的

な
労
働
組
合
と
健
全
で
建
設
的

な
労
使
関
係
の
構
築
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
の
方
針
に
賛
同

し
た
か
ら
こ
そ
、
勇
気
あ
る
決

断
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
「
あ

る
べ
き
労
働
組
合
像
・
労
使
関

係
像
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
組
織

の
強
化
・
拡
大
に
取
り
組
み
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
も
と
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
も
勢

力
を
拡
大
す
べ
く
民
主
化
闘
争

を
展
開
し
て
い
く
。

ン
は
、
３
月
11
日
〜
15
日
、
第

２
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー
ン
を
３

月
18
日
〜
22
日
と
し
、
連
合
と

し
て
の
「
ヤ
マ
場
」
は
３
月
13

日
に
設
定
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
決
定
さ
れ
た

連
合
方
針
に
基
づ
き
、
２
０
１

９
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

を
機
関
会
議
で
決
定
し
、
Ｊ
Ｒ

７
単
組
の
成
果
を
グ
ル
ー
プ
労

組
に
波
及
し
て
い
け
る
よ
う
展

開
し
て
い
く
。

特　集

新
た
な
社
友
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

「
社
創
会
」の
動
き

民
主
化
闘
争 
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さ
れ
て
き
た
状
況
に
伴
っ
て
、

「
労
働
組
合
不
要
論
」
が
社
内

に
蔓
延
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
こ
に
き
て
支
社
全
体
で
組

織
す
る
「
新
潟
社
創
会
」
が
結

成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
は
、

新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と

捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
労
働

組
合
と
し
て
の
権
利
を
有
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
組
織
が
そ
の
目
的
を
果
た
す

た
め
に
、
職
場
ご
と
に
社
員
の

要
望
を
集
約
し
、
会
社
と
の
対

話
を
実
施
し
て
、
会
社
に
改
善
・

提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
多
く
の
会
社
施
策
が

提
案
・
実
施
さ
れ
る
中
で
は
、

必
ず
し
も
す
べ
て
が
順
調
に
進

む
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
労
働
組
合
の
必
要
性
と
意
義

を
粘
り
強
く
訴
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東

日
本
内
の

Ｊ
Ｒ
連
合

加
盟
単
組

で
あ
る
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
に
お

い
て
は
、

今
年
に
入

り
８
人
の

組
織
拡
大

を
果
た
し
、

12
月
１
日

に
も
新
た

な
仲
間
を

奈
良
県
議
会
議
員

　  

田
　
尻
　
　
匠 

さ
ん

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
織
内
議
員
）

地方議員団
紹介

【ＪＲ西労組】

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
様
、
奈
良
県
議
会
議
員

の
田
尻 

匠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
国
民
の｢

命
と
生
活｣

を

支
え
て
頂
い
て
い
ま
す
皆
様
の
諸
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
１
９
９
１
年
に
奈
良
県
議
会
議
員

に
初
当
選
以
来
、
現
在
５
期
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
間
、
奈
良
県
議
会
副
議
長
、
奈

良
県
監
査
委
員
、
県
議
会
文
教
委
員
長
、

県
議
会
建
設
副
委
員
長
と
地
元
で
は
小
・

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
自
治
会
長
を
経
験

さ
せ
て
頂
き
、
現
在
は
県
議
会
厚
生
委
員

長
に
就
任
し｢

医
療
・
介
護
・
子
育
て
・

女
性
活
躍｣

と
大
変
幅
広
い
厚
生
行
政
の

全
力
で
活
動
を
組
合
員
の
皆
様
と
一
緒
に

展
開
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
為
、

全
国
で
一
番
に
議
員
提
案
に
よ
る｢

公
共

交
通
基
本
条
例｣

を
制
定
し
た
奈
良
県
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
公
共
交
通
の
安
全
性
・

災
害
対
策
・
組
合
員
の
皆
様
を
し
っ
か
り

守
る
そ
の
先
頭
で
頑
張
り
続
け
る
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
卒
、
仲
間
の
皆
様
の
力
強
い
御
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
頭
で
正
し
く
命
と
健
康
を
守
る
為
、
勉

強
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関

西
広
域
連
合
議
会
議
員
・
理
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
て
、
北
陸
新
幹
線
の
問
題
・
南

海
ト
ラ
フ
等
自
然
災
害
の
対
策
・
環
境
問

題
・
経
済
と
観
光
対
策
・
高
速
道
路
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
幅
広
い
関
西
一
円

の
発
展
の
為
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
２
０
１
９
年
４
月
の
統
一
地
方

選
挙
で
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙（
奈
良
市
・

山
辺
郡
選
挙
区
）
か
ら
６
期
目
を
目
指
し

て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
織
内

議
員
と
し
て
擁
立
し
て
頂
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
組
合
員
の
皆
様
の
大
き
な

御
支
援
に
感
謝
と
感
動
し
な
が
ら
、
現
在
、

　

連
合
は
、
11
月
30
日
、
第
79

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
２

０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の
基
本

方
針
を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
神
津

里
季
生
会
長
は
、
「
２
０
１
４

春
季
生
活
闘
争
以
来
の
賃
上
げ

の
成
果
は
そ
れ
ま
で
と
は
は
っ

き
り
異
な
る
も
の
」
と
大
き
な

成
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ

も
、
「
企
業
規
模
間
、
雇
用
形

態
間
な
ど
の
格
差
は
依
然
と
し

て
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
と
お
な
じ
こ
と
を
し
て
い

て
も
壁
は
乗
り
越
え
て
い
け
な

い
」
と
述
べ
、
「
『
賃
上
げ
』

に
む
け
た
考
え
方
を
今
一
度
再

構
築
し
、
『
働
き
の
価
値
に
見

合
っ
た
水
準
』
へ
と
引
き
上
げ

て
い
く
こ
と
を
闘
争
の
ど
真
ん

中
に
据
え
て
い
き
た
い
」
と
理

解
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
「
Ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
！
36
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
も
触
れ
、
よ
り
良

い
働
き
方
の
実
現
を
図
る
運
動

を
労
働
組
合
が
率
先
し
て
牽
引

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
呼
び
か
け
た
。
最
後
に
、
第

25
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
基
本

方
針
を
踏
ま
え

た
重
要
事
項
と

し
て
、
①
候
補

者
の
擁
立
に
関

し
て
は
地
方
連

合
会
と
の
連
携

が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
、

②
各
選
挙
区
に

お
け
る
候
補
者

擁
立
は
与
党
に

利
さ
な
い
こ
と

を
前
提
に
進
め
る
こ
と
の
２
点

を
、
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主

党
、
連
合
の
三
者
で
確
認
し
合
っ

た
上
で
、
政
策
協
定
の
協
議
を

進
め
て
き
た
と
語
り
、
「
一
強

政
治
、
長
期
政
権
か
ら
の
転
換

を
な
ん
と
し
て
も
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

基
本
方
針
は
、
昨
年
と
同
様

に
「
２
％
程
度
を
基
準
と
し
、

定
期
昇
給
相
当
分
（
賃
金
カ
ー

ブ
維
持
相
当
分
）
含
め
４
％
程

度
」
の
賃
上
げ
要
求
水
準
を
設

定
し
つ
つ
も
、
「
賃
金
水
準
の

追
求
」
に
こ
だ
わ
る
と
し
た
。

中
小
組
合
に
つ
い
て
も
「
社
会

横
断
的
水
準
を
確
保
す
る
た
め

の
指
標
」
を
示
し
た
上
で
、

「
総
額
１
万
５
０
０
円
」
、
非

正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

「
時
給
１
０
５
０
円
」
と
し
、

満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
共

闘
連
絡
会
議
第
１
回
会
合
に
お

い
て
、
第
１
先
行
組
合
回
答
ゾ
ー

　

12
月
４
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
第

14
回
業
種
間
安
全
検
討
会
を
開

催
し
た
。
安
全
対
策
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
15
人
は
、
航
空
連
合

沖
縄
の
協
力
の
も
と
、
那
覇
空

港
に
お
け
る
安
全
の
取
り
組
み

な
ど
を
学
び
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

隔
年
開
催
と
し
て
い
る
「
業

種
間
安
全
検
討
会
」
は
Ｊ
Ｒ
以

外
の
産
業
・
企
業
に
お
け
る
安

全
確
保
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

遵
守
な
ど
の
取
り
組
み
を
虚
心

坦
懐
に
学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催

し
て
き
た
。
今
回
は
、
同
じ
交

通
運
輸
産
業
で
あ
る
航
空
産
業

に
お
け
る
安
全
の
取
り
組
み
を

学
ぶ
べ
く
、
航
空
連
合
沖
縄

（
航
空
連
合
・
組
織
人
員
４
万

１
４
１
９
人
）
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
、

松
岡
会
長
は
、
安
全
な
く
し
て

産
業
の
発
展
は
な
い
と
述
べ
、

航
空
連
合
の
取
り
組
み
を
学
び
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
か
か
げ
る
「
す
べ

て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡

事
故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
の
実
現

い
と
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

那
覇
空
港
は
国
内
空
港
の
う

ち
５
番
目
の
発
着
回
数
を
誇
り
、

国
内
主
要
空
港
に
加
え
、
周
辺

の
離
島
へ
の
航
路
な
ど
、
人
流
・

物
流
の
拠
点
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
混
雑
空
港
に
指
定
さ

に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

航
空
連
合
沖
縄

の
平
澤
健
一
事
務

局
長
か
ら
、
同
じ

交
通
運
輸
産
業
で

働
く
仲
間
と
し
て

学
ぶ
べ
き
こ
と
も

多
い
と
し
て
、
意

見
交
換
を
通
じ
な

が
ら
気
づ
き
を
見

い
だ
し
て
い
き
た

れ
て
い
な
い
上
、
自
衛
隊
使
用

空
港
で
あ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
を
受
け
つ
つ
、
過
密
な

離
発
着
に
追
わ
れ
て
お
り
、
安

全
の
確
保
を
最
優
先
に
し
な
が

ら
も
、
定
時
性
を
求
め
ら
れ
る

状
況
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

施
設
見
学
と
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ

沖
縄
空
港
㈱
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
や
安
全
考
動
資
料

館
、
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ

ン
㈱
の
Ｊ
Ｔ
Ａ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
、
客
室
モ
ッ
ク
ア
ッ

プ
施
設
を
回
っ
た
。
施
設
見
学

後
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全
確
立
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
航
空
産
業
に

お
け
る
安
全
へ
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
安
全
対
策

委
員
会
の
各
委
員
か
ら
質
問
な

ど
が
出
さ
れ
、
相
互
に
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
有

意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
安
全
対
策
委

員
会
を
中
心
に
、
安
全
の
取
り

組
み
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
回
の
業
種
間
安
全
検
討

会
で
得
ら
れ
た
知
見
を
今
後
に

活
か
し
て
い
く
。

非常時における脱出訓練を体験し多くの人命
を預かる産業としての責任を再確認した

政策協定を締結した立民・枝野代表、国民・玉
木代表とともに団結ガンバローを行う神津会長

第
14
回
業
種
間
安
全
検
討
会

航
空
連
合
沖
縄
と

安
全
の
追
求
に
む
け
た
意
見
交
換

連
合
第
79
回
中
央
委
員
会

「
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た
水
準
」へ

春
闘
方
針
ベ
ア
２
％
程
度
を
基
準


